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1. はじめに 

レーザ超音波技術[1]は、高度なモノづくり

を実現するために必要不可欠な、インライン・

インプロセスならびに全数検査を可能にする

非破壊・非接触検査技術として、注目されてい

る。最近、Nottingham大学のグループによって

粗面を有する試験体にも適用可能なスペック

ルナイフエッジ光検出器（Speckle knife-edge 

detector：SKED）が開発された[2]。本光検出器

を受信器として用いることで、安価で小型でか

つ実用的なレーザ超音波検査装置が実現でき

る。前回の報告で、我々は、高スループット化

を目指して、SKEDアレイを用いたレーザ超音

波検査装置を提案した [3]。今回は、SKEDを

用いたレーザ超音波の実験系を構築し、それを

用いて、粗面を有する産業部品の内部欠陥から

のエコーを観測したので、その結果について報

告する。 

 

2. 装置構成 

Fig. 1 に SKED を用いたレーザ超音波の実

験系を示す。励起用レーザとして、ナノ秒パル

スYAGレーザを、受信用レーザとして波長 532 

nmの CWレーザを用いた。レーザ誘起超音波

は、ライン励起によりコリメートにかつ熱弾性

モード（非破壊モード）で発生させた。試験体

として、内部に欠陥を有する表面が粗い産業部

品の鋳物を用いた。Fig. 1に試験体表面での散

乱によるスペックルパターンも示す。 

 

3. 測定結果 

 Fig. 2に観測されたレーザ誘起超音波の時間

波形を示す。内部に欠陥がある場合、3 msec後

の表面波信号に加えて 5 msec 前で内部欠陥か

らのエコーが観測された。この結果は、相対的

に表面波検出を得意とするナイフエッジ型検

出器で、内部波による内部欠陥検出のポテンシ

ャルを示している。 
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Fig. 1 Experimental setup 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 2 Measured temporal laser-induced ultrasonic 

waveforms  
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